An environmental research experiment: How does the perception of environmental information influence anxiety? by 酒本 穂積
－ 109 －
人間科学研究　Vol. 26,Supplement（2013）
修士論文要旨
序論
　Helmholtz以来の伝統的な知覚理論は、刺激情報は貧弱
であるとして上位中枢における認知プロセスを仮定する。
しかし、たとえばLibet（1982）が準備電位についての実験
結果などで示した、人間には二つの意志があるという事実
に対して、この知覚理論だけでは説明がつかない。
　また、ロボットの製作でも、伝統的な知覚理論による人
工知能を搭載したロボットは、人間はおろか昆虫にも程遠
い動き方しかできなかった。一方で、認知プロセスを省い
て知覚と行動を直結したBrooks製作（1991）のロボットは、
非常になめらかで自然な動き方をした。
　進化をさかのぼって、最もシンプルな生物といわれるE. 
coli（大腸菌）の研究では、脳も神経も感覚受容器もない
単細胞原核生物でありながら、周辺環境の変化を知覚でき
ていた（Bray, 2009）。このことから、上位中枢を必要と
せず、認知プロセスも必要としない知覚の存在が確認され
たと考える。
　認知プロセスを仮定しないこのような知覚は、Gibson
（1966）らの主張する直接知覚理論によって裏付けられる。
ただし、人間の場合、それは伝統的知覚理論と対立するも
のではなく、おそらく並立するものとして捉えるべきだろ
う。
　近年の脳神経科学や人工知能研究の知見、たとえば、感
覚信号と恐怖反応との間に二つの独立した神経経路が介在
しているというLedoux（1996）の発見や、人間の脳は祖
先型システムと熟慮型システムに分離しているという
Marcus（2008）の見解や、ロボットの知覚と行動の間の
認知プロセスは、基本的な知的能力には不要でも高度な知
的能力には必要というBrooks（2002）の信念、これらを総
合的に判断すれば、人間が周辺環境を探索するときの知覚
は二つの経路―二重構造性―を仮定した方が合理的と考え
られる。これは、伝統的知覚理論と直接知覚理論が並立し
ている姿であると見ることもできる。
　また、感情は知覚した環境と自分との間の適合または不
適合に対するセンサーであるとするDamasio（1994）の主
張に従えば、人間は最も原基的な感情である恐れ（不安）
を，環境の知覚に利用していることが予想される。
　そこで本研究では、「人間の知覚は二重構造になってお
り、その二重構造性を生かした環境探索によって未知の世
界に対する不安を大きく減少させることができる」という
仮説を立て、実験によって検証した。
実験
　早稲田大学所沢キャンパスを初めて訪れる実験参加者５
名が、100号館内外の定められたコースを歩き回るという実
験を行った。コースは１周７分ほどで、休憩を入れながら
５周歩いた。第１周と第５周では実験参加者の発話を録音
した。また、実験開始前と終了後に心理テスト（新版STAI
状態不安検査）を実施し、最後に、簡単なアンケートを実
施した。
結果と考察
　２回の心理テストの結果、実験前と比べて実験後は、不
安感情が大きく減った。定められたコースを５周歩くとい
う探索活動が影響を与えた可能性が大きいと考えられたの
で、参加者の最初の第１周と最後の第５周の発話記録を分
析し、探索活動の特徴を探った。
　分析にあたって発話を，最終的にはどこに何があるかに
重点を置いた「存在情報」と、その事物の内容に大きく踏
み込んでいる「状態情報」の２項目に分類した。この分類
に沿って事項数およびモーラ（拍）数を集計した結果，第
１周できわめて多かった存在情報が、第５周では激減して
状態情報が多く現れるという特徴を見出した。探索の初期
には存在情報を必要とし、歩き続けるにつれ，状態情報が
求められるようになったと考えられる。
結論
　環境探索実験の結果、人間の知覚が獲得する情報には二
種類あることが明らかとなった。これは、Marcusのいう
祖先型システムと熟慮型システムという脳の二重構造性に
由来するものかもしれない。
　不安感情をセンサーとし、異質の二種類の知覚を巧妙に
利用することによって，人間は未知の環境に適合しようと
していると考えられる。本研究の仮説はおおむね支持され
た。それと同時に、人間の知覚についての興味深い方向性
が得られたと確信する。
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